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福岡県立福岡高等視覚特別支援学校

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見
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評価項目

普通科

生活技能科

理療科・
保健理療科

定期的に学習評価を行い、指導計画に適宜反映させる。

生徒の夢や希望進路を実現するための学習活動
を実施する。

生徒・保護者等が安心して学校生活を送れるよう
に、家庭と寄宿舎との連携を密にし、学習の様子
を積極的に発信する。

理療科教員としての専門性の向上と広報活動の
充実を図る。

生徒個々の課題を抽出し、実態に応じた指導を実践する。ケース会議など情報を共有する機会を設定
し、丁寧に課題を抽出する。また、単調な指導にならないように複数人で指導できる体制を整備する。

学科全体で専門性と指導体制の強化に取組む。

保護者とよりよい連携を図るため、面談の機会を設定する。

信頼される理療師として必要な資質・能力の育成
を図る。

普通科基礎力アッププロジェクトや朝読書など、前年度からの取り組みを継続し、生徒自身で達成でき
る目標設定や教科指導とのつながりをもたせるなどの工夫をして、生徒の自己達成感を高める。

学科と教科・科目担当教員との打ち合わせを充実させ、生徒の学びの目標に応じた指導方法や指導内
容の精選等を指導計画に反映させる。

各学科・保護者・関係諸機関等との連携を図り、共
通理解に基づいた指導・支援に努め、自立し、主
体的に社会参加するための資質・能力を育成す
る。

・寄宿舎生は、買い物学習や
余暇活動などを楽しみにしな
がら、寄宿舎生活を楽しく送
る様子が見られるなど、取組
が充実していると感じている。

A

A

自立活動の指導は、卒業までに身に付ける力を踏まえた長期的な観点から、個別の教育支援計画に
基づき、学科全体で把握して、計画的・組織的に行われるようにするとともに、学科活用日などを利用し
て、定期的に会議を開き、成果や課題を共有する。

B

事故や医療過誤を未然に防ぐため、リスクマネジメントの意識を徹底する。

・自立活動の指導について定期的に
協議を行い、成果と課題を組織的に
共有するとともに、自立活動と教科指
導を連動させ、教育活動全体で一貫
した指導を推進する。
・生徒指導課や人権推進担当と協働
して、教育活動全体を通して生徒の
人権意識を高めるよう、系統的かつ
継続的な指導体制を構築する。

・理療の就労経験者等からの入学相談が
増加傾向にあり、より多様なニーズが予
想される。入学要件を検討するなどし、リ
カレント教育にも対応させた環境整備をす
すめる。
・新カリキュラムに基づいた授業実践を行
う。教育的効果を検証するとともに、学科
活用日等で実技の確認を行うなど、学科
全体の実技力・指導力向上を図る。

B

A

A

A

・重点目標１つ目にある「みえ
る・分かる・できる」が視覚特
別支援学校ではとても重要で
ある。今後もこのことを大切に
教育活動にあたってほしい。
・人権教育や性教育に関して
は、具体的な取組を進めてい
く必要がある。
・保護者の立場からは、進路
の実現に向けて懇談や事業
所との打合せなどに尽力して
もらったと感じている。実習の
課題を授業計画に入れるな
ど、細やかに指導もされてい
た。保護者としては有難かっ
た。

学科活用日等で実技に関する研修を行うなど、日常的にＯＪＴを実施する。

SNS等を利用して授業の様子等を発信する。

多様な進路に対応した支援を行うため、進路指導課と協働し、年度当初から、就業体験先の選定交渉や、進
学希望先との配慮等の交渉が行えるよう計画・実施して、卒業後の希望する進路実現を目指す。

生徒の目標に応じた計画を立てるために、学科や教科の打合せを充実させる。

必要に応じて、学舎共同の三者面談を行う。

A A

B

卒後教育におけるキャリア発達の促進・進路指導
の充実を目指す。

企業等での実習並びに情報発信を積極的に行い、更なる雇用拡大につなげる。

A

具　体　的　方　策 評価（３月）

A

A

B

　
　

   自己評価は

　　　A　：　適切である

　　　B　：　概ね適切である

　　　C　：　やや適切である

　　　D　：　不適切である

B A

具　体　的　目　標

ア．各教科・科目のつながりや活動の意図を意識した教育活動により、自立と社会参加に必要な資質・能力の育成を図る。
イ．授業の充実・改善に向け、各学科・教職員個々の主体的な研鑽活動等を推進し、本校教育に必要な専門性・指導力の向上
を図る。

ア．生徒一人一人の夢を引き出しその願いに寄り添う個別の教育支援計画を作成し、キャリア教育を充実させる。
イ．生徒一人一人の夢や希望の実現に向け、組織的な進路指導体制を構築し取組を充実させる。

ア．生徒の様々な挑戦や経験の場、他者との交流・協働等に係る活動を充実させ、社会とのつながりを広げる。
イ．生徒の主体的な活動や個性を発揮する活動を支援し、主体性や自己肯定感を高める。
ウ．緊急時への備えや一人一人を大切にした教育活動・支援体制づくりを推進し、生徒が安心・安全に過ごせる環境を整える。

ア．センター的機能及び専攻科の校外臨床実習等の更なる充実を図り、本校の良さを発揮する。
イ．教育活動や生徒の姿の更なる情報発信と計画的・組織的な広報活動により、本校の良さの周知を図る。

学校運営の重点①　生徒一人一人が自信をもち、夢に向かって「きらり」と輝ける学校づくり　　②　地域・社会とのつながりを広げ、本校の良さを発揮し発信する取組の推進

社会とつながり、生徒の可能性を広
げる生徒指導

本校の強みの発揮と発信

様式３

令和７年度　　学校評価書　　　（実施段階）

学校関係者評価

次年度の主な課題

・自立活動について課題を整理する場
を定期的に設け、限られた時間の中で
優先すべきこと適切に指導していく。
・教科の学習について学科活用日等を
活用して打合せの時間を確保し、計画
を適宜見直しながら指導していく。
・人権教育や性に関する指導につい
て、年間計画や係分担を見直すなどし
て充実を図る。

・実習におけるリスク管理について再度
学科で協議し、安全な手技の確認や実
習の場所や方法について検討してい
く。
・職員の指導力向上に向けて、学科活
用日等を使い実技の確認や研修の時
間を確保する。
・生徒の進路指導において、希望や適
正を踏まえ、生徒が主体的に進路選択
できる体制の強化を図っていく。

臨床実習を通して、総合的な臨床技術を磨くとともに患者に寄り添う姿勢や態度を育成する。

職員の学びの機会を設定し、教科指導の充実を図る。(学科活用日を有効に活用する。)

他学科・分掌との連携を強化し進路学習・広報活動の充実を図る。

具体的目標

生徒一人一人の教育的ニーズに応じた最適な学
習環境と教材教具の整備・充実を図り、確かな学
力の向上を目指す。

卒業後を見据え、生徒の夢や希望を実現するため
に、自立を目指した指導・支援を行う。

年　度　重　点　目　標

「みえる・分かる・できる」を生徒が実
感できる学習指導

生徒の夢をかなえる進路指導

自己評価

学　校　運　営　計　画　（４月）

学校運営方針

昨年度の成果と課題

昨年度は、生徒一人一人が主体的に自己
成長を図ることを意図した「きらりプロジェク
ト」の取組を通して、教職員が意識を共有し
ながら生徒個々の成長を図ることができた。
今年度はその取組を引き継ぎつつ、スクー
ルミッション実現のため更なる教育活動の充
実を目指す。具体的には、生徒の進路実現・
自己実現を図るため、年間の教育活動の意
義を問い直し、つながりと意図をもった各学
科の年間行事計画を作成・実施する。 また、
教職員の専門性向上に向け取組を整理し、
学科単位・個人単位での主体的な研鑽を推
進する。

A

個別の支援内容について学級担任と協議し、共通理解を図り、「個別の生活支援計画」を効果的に活
用する。

生徒の実態に応じて、調理実習や買い物学習等、余暇活動を充実させる。

A A

・数年前と比べて就職率が上
がり、多様な進路の実現が
叶っている。今後も期待して
いる。
・就職後に毎日通勤すること
が雇用の壁になっている方も
いる。そのことを念頭におい
て進路指導を行い、就職後の
歩行訓練士の活用につなげ
ていってはどうか。

研修科
就労や資格取得後を想定して環境設定を行い、協働的・対話的な学びを積極的に取り入れる。

専門書等の内容をもとに協議を重ね、実技指導のカリキュラム改定とマネジメントを行う。

寄宿舎

B

A

・生徒理解については、個々の背景や変
化をより早期に把握し、学級担任等との
情報共有を一層密にするなど、組織的な
体制の強化を図っていく。
・生徒が主体的に選択・計画・実行できる
余暇活動を増やし、卒業後の自立した生
活を見据え、継続的に取り組む。
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生徒の自立や社会参加につながるICT機器指導
の促進を図るため、職員への情報提供や機器の
貸出を推進する。

情報課

学務課

授業や校務等のICT機器の利用を円滑に進めるた
め、職員への支援体制を整える。

地域・社会とのつながりを広げ、本校の良さを発揮
し発信する。

各学科の生徒が、自分らしさ、自分の良さ発揮し、
他者と協働し主体的に行動できる力や社会に貢献
できる力を育成するために教育活動の充実を図
る。

ICT支援員の活用を推進するため、毎月、来校日や支援内容例の周知を行う。

教務が取りまとめるさまざまな教務事務を円滑に行うことで、生徒につけたい力をつけられるように、円
滑な教育が行えるよう取り組む。

授業アンケートを行い、生徒からの意見を汲み取り、更に効果的な授業がおこなえるように、アンケート
を授業改善の一助とする。

A

B

生徒への指導の参考となるように、生成AI等の最新技術の資料を学期に１回程度提供する。

　・生徒の更なる進路実現や自己実現を図るために、進路指導の在り方を明確にしながら、全職員が一丸となって進路実現に取り組む。
　・生徒一人一人が安心して過ごせる学校を目指して、学校全体の人権意識を高めるための組織的かつ系統的な指導体制を構築する。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

連携
推進課

担任団・学科と連携して、生徒や保護者の進路希望や家庭環境の変化に柔軟に対応し、きらり
プロジェクトの再考を推進する。

生徒やその保護者のニーズを把握し、自立した生活を安心して過ごせる支援の窓口となると同
時に、追指導を実施し卒業後の相談窓口となれるように信頼関係を築く。

定期的にセンター的機能向上委員会を開催し、高等学校等の職員にセンター的機能の存在を周知す
るための方策を熟考する。

本校のホームページを充実させ、視覚特別支援学校の情報を発信する。

・保護者や担任から進路指導課と連携
してよかったと思われる信頼関係を構
築し継続する。
・日々入ってくる進路情報を、学校全体
で共有できるように、毎週始めの朝礼
で、進路指導課からの連絡(ポータルの
み)を掲載する。
・進路指導は「進路先の決定」がゴール
ではないことを全教職員で共有する。

分掌会議等を通して学科・寄宿舎間の連携を図り、生徒の進路実現に向けての方策を検討する
とともに、生徒への支援を積極的に計画・実施する。

進路指導課が三者面談や二者面談に同席し、生徒や保護者のニーズを把握し、学科・担任団と
連携して生徒や保護者の願いを実現する支援を計画・実施する。

研修
推進課

教職員の授業力向上のため、各学科等と連携を
密にしながら校内研究を推進する。

A

・視覚障がい教育の専門性の向上をさ
らに図るため、若手職員に新転任者研
修等の講義を担当する機会を設けるな
ど、OJTを推進する。
・自立活動に関する研修は、好事例の
紹介、演習の工夫などを行い、より実
践的な内容を計画する。
・授業研究については効果的に授業参
観を行うための更なる工夫をする。

・ペーパーレス化を加速するため、校務
支援システムのさらなる有効活用を推
進する。
・デジタル教材の整備を進めるととも
に、情報活用能力を基盤とした授業の
実践を行う。
・本科を中心にカリキュラムの見直しは
進んだが、更に地域・社会とのつながり
を考えたカリキュラムマネジメントを推
進していく必要性がある。

B

月に１回、情報課内でICT機器等の貸出・利用情報を共有し、ICT活用推進に向けた議論を行う。

生徒の自立に役立ちそうなICT機器に関する情報を収集し、学期に１件以上職員へ向けて情報提供を
行う。

オープンキャンパス月間などを中心に、視覚に障がいのある中高生や成人の方への丁寧かつ的確な
教育相談を行うため、それぞれの分掌とチームとして支援を充実させる。

地域・社会とのつながりを広げ、本校の良さを発揮するため、カリキュラムマネジメントを意識して、本校
の教育課程の検討を行っていく。

B

生徒
指導課

生徒の心身における健康の保持増進や望ましい
食習慣を推進するための取組を行う。

保健課

・作成した高等学校向けの支援パッ
ケージを活用できる人材を増やし、セン
ター的機能を発揮するための体制を整
える。
・YouTubeやＸでの広報活動をする際に
画像生成AI対策をふまえた発信方法を
検討する。

B

生徒会・自治会活動・委員会活動等の有機的な連
携を図るとともに、生徒の視野・経験・生活の場を
広げる機会の充実を図る。

B

授業研究が職員全体の学びにつながるよう、授業参観の仕方や研究協議を工夫する。

A

A

B

B

卒業後の生徒の姿を想像し、教職員・家庭・
地域・関係機関と連携した進路指導を計画的
に実施する。

進路
指導課

高等学校等にセンター的機能の存在を周知するた
めの施策を講じるとともに、ＳＮＳ等を活用し戦略
的に本校の良さを情報発信する。

教職員の視覚障がい教育及び特別支援教育の専
門性の向上のため、職員研修の充実を図る。

1年間の学校運営計画だと一進一退にな
り、なかなか難しいのではないか。中・長
期的（３年・６年など）に運営計画を立てら
れると、もっと大きな計画が立てられてよ
いのではないかと思う。

A

・全ての生徒の主体性を高めるため
個々に役割を持たせるなど、一人一
人のアイデアや企画が生徒会等の活
動に反映できるよう工夫を図る。
・SNS等によるいじめやトラブルを未
然に防ぐための職員研修や組織づく
りを行い、教職員の問題意識と指導
方針の共有を図る。

危険箇所の早期発見・対応のため、年間６回の安全点検を実施する。

急病やけが、給食における異物混入等の緊急時に適切な対応ができるように職員研修を実施する。

各教科等における食に関する指導の充実を図るため、食に関する指導の全体計画の活用を促し、授
業実践に取り組む。

B

B

A

A

評価項目以外のものに関する意見

A

A

A

A

・生徒の心身における健康の保持
増進を目指し、生徒の実態に応じ
た職員向けの研修や、心理相談や
委員会活動等の充実を図る。
・食に関する指導について情報発
信を行うなどして食育を推進し、給
食研究協議大会での発表に向けた
準備を進める。

・生徒が自ら自分に必要な視聴覚機器
（ICT機器を含む）を判断し学習で活用
できるように、校内にある機器に関する
情報を自身で容易に確認できる環境を
整備する。
・ICT支援員による定期的な職員研修
等により生徒の学習や自立につながる
ICT機器の指導の質を更に向上させ
る。

専門家活用事業や、校内の講師を活用し、視覚障がい教育の基礎・基本を重視した研修を実施する。

自立活動等、生徒の将来を見据えた指導の充実を図るため、生徒の中心課題を導き、共有を図る研修
を実施する。

A

A

　・教職員の専門性の向上及び継承に重点を置いた取組（OJTの推進・自立活動に関する研修会など）を計画的に実施する。
　・特別支援教育のセンター的役割を果たすため、校内体制や他の特別支援学校とのネットワークを強化する。

B

・生徒の学習の成果を地域に
発信するなど、社会的なつな
がりを積極的にもち、学校全
体のモチベーションの向上に
つなげることが大切である。

・食育に関しては、生徒たち
が食生活や運動の大切さを
理解し、自分の健康は自分で
守るという姿勢をもてるように
進めていってほしい。

・社会の変化も背景にはある
と思うが、これだけの就職率
につながっていることが教育
活動全体の成果の現れでは
ないか。

・歩行訓練は学校の教育活
動の中だけで指導するにはど
うしても難しい面がある。今後
も行政や事業所に働きかけて
就職後の通勤の問題を解決
していかなければならない。
ま た 、 同 行 ボ ラ ン テ ィ ア の
方々だけでなく、一般市民の
方の協力も大切になってく
る。しかし、一般の方の理解
を得るのはなかなか難しい。
もっと広く、視覚障がいのある
方への歩行支援について広
げていく必要がある。研修科
が行っているようなSNSでの
呼びかけが有効ではないかと
思う。

・視覚障がいのある人が歩行
しているといろいろな方から
声を掛けられる環境が増えて
きた。しかし、ただ待つだけで
はなく、こちらから声を上げる
ことも必要である。そのような
生徒を育ててほしい。

・障がい者雇用のマッチング
制度もある。そのような会社
との連携等も考えていっては
どうか。

A

A

キ
ャ
リ
ア
支
援
部

教
育
支
援
部

ＹｏｕＴｕｂｅを効果的に活用し、本校の良さを発信するツールとする。

校内研究と公開授業週間を関連させ、実践的な研究を行うとともに、研究成果の発表の場を設ける。

A

危機管理・安全管理に対する意識を高めるととも
に、衛生的な校内環境美化に努める。

主役である生徒が主体的に見出した夢や希望
の実現を可能とするキャリア教育を計画的に
実施する。

安全に関する基本的な知識をもたせ、危機管理意
識の育成と、適切で安全な行動がとれる力を身に
付ける取組を行う。

生徒のメンタルヘルスを維持するため、スクールカウンセラーによる心理相談や適切な対応を学ぶ職
員研修を実施する。

インターネットや携帯電話等のＳＮＳを利用して起こるトラブルやいじめについて、絶対に起こさない・巻
き込まれない態度を育成するために、外部講師を招聘して規範意識を育成するための研修会を実施す
る。

日常での安全管理や危機管理意識の向上を図り、非常時に対応できる行動力を身に付けるために、
避難訓練（火災や地震、不審者対応等）を２回以上行う。

学校行事等、生徒が主体的に活動できるよう内容を工夫し、生徒自身の多様な活動へのチャレンジを
奨励する。

生徒会・自治会・委員会活動を生徒が主体的に行い、生徒会・自治会が互いに協力し主体的に活動で
きる場を設けるよう支援する。


